




Development of Teaching Materials for Kanji Learning: Exploration of a Method for 
Performing Learning Activities Smoothly between Japanese Language Learners










































様子を次の 2 つの方法で記録した。1 つは，グループ練習における学習者同士のやり取り（学習者と教師・
授業補助者とのやり取りも含む 3））を IC レコーダーで録音したもの 4）で，もう 1 つは，授業後に教師
および授業補助者 5）（以下，「TA」と称する）がグループ練習中の学習者の様子や学習者から受けた質
問などをメモしたものである。
　記録の対象としたグループ練習の内容は，教科書『漢字 1000plus INTERMEDIATE KANJI 
BOOK』VOL.1，VOL.2（凡人社発行，以下，VOL.1 を『IMK1』，VOL.2 を『IMK2』と称する）に沿っ
て教師が導入した漢字語の定着を図るために行うものである。1 グループは 2 ～ 3 人で，学習者の 1 人
が出題してほかの学習者が答えるものと，学習者同士で相談・協力しながら答えを考えるものがある。
　今回は 12 人の学習者（中国 3 人，ロシア 4 人，韓国 4 人，ブラジル 1 人）6）による延べ 36 のグルー
































































グループ 1（学習者 1 人，TA 1 人８）
やり方  やり方を説明する発言はなかった。
























































































①漢字 1 字が書かれた 2 枚のカードを組み
合わせて熟語を作る。
②熟語が入る例文カードを探す。
































①漢字 1 字が書かれた 2 枚のカードを組み
合わせて熟語を作る。
②熟語が入る例文カードを探す。
グループ 1（学習者 2 人）
やり方  やり方を説明する発言はなかった。TA
が時間配分を考え，カードの扱いを変更していた。












やり方  学習者同士で説明，TA にも尋ねていた。















































































































































方について TA がアドバイスしたり学習者同士で相談している練習（『IMK1』L3，復習 1，L7），カー
ドの使用回数について学習者がなかなか気づかなかった練習（『IMK2』L5），カードとワークシートを




















































































































留学生，大学院生，研究生等が受講している。各期 15 週，週 1 回 90 分の授業が行われる。漢字の授業は，中
級クラスと上級クラスの共通科目として開講されているため，受講者の漢字の習熟度の開きが大きい。2012 年
度前期は，教科書として『ストーリーで覚える漢字 300』（くろしお出版）を用いるグループ，『漢字 1000plus 
INTERMEDIATE KANJI BOOK』VOL.2（凡人社）を初めて用いるグループ，同教科書を途中から用いるグ
ループの 3 つのグループ，後期は，『基礎漢字 500 BASIC KANJI BOOK』VOL.2（凡人社）を用いるグルー











6）前期は 5 人の学習者（中国 3 人，ロシア 1 人，ブラジル 1 人）が『IMK2』のグループ練習を行った。後期は 3
人の学習者（ロシア 1 人，韓国 2 人）が『IMK1』のグループ練習，6 人の学習者（ロシア 3 人，韓国 2 人，ブ
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